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上
尾
市
の
北
西
部
、
藤
波
地
区
に

伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
あ
る「
餅
つ
き

踊
り
」は
接
待
餅
と
も
い
わ
れ
、
か

つ
て
は
市
域
の
中
分
下
芝
、井
戸
木
、

中
妻
、
弁
財
、
平
方
領
々
家
、
川
、

西
宮
下
、
菅
谷
な
ど
で
も
行
わ
れ
て

い
た
。

江
戸
時
代
後
期
、
名
主
の
篠
田
金

右
衛
門
が
当
時
流
行
し
て
い
た
博
打

を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
若
い
衆
に
習

わ
せ
た
の
が
、
藤
波
の
餅
つ
き
踊
り

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
で

は
保
存
会
が
組
織
さ
れ
、
藤
波
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
、
中
分
五
丁
目
の
一

部
に
あ
た
る
旧
大
字
藤
波
地
区
の
有

志
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
藤
波
の
餅
つ
き
踊
り
は
、

ち
ん
じ
ゅ

藤
波
地
区
の
鎮
守
で
あ
る
天
神
社

で
、
元
旦
の
午
前
０
時
か
ら
上
演
す

る
他
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

も
上
演
し
て
い
る
。
天
神
社
で
の
上

演
は
、
平
成
５（
１
９
９
３
）年
か
ら

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、

そ
れ
以
前
は
定
期
的
な
上
演
の
機
会

は
な
か
っ
た
。
本
来
、
餅
つ
き
踊
り

は
、
神
社
の
祭
り
な
ど
で
奉
納
す
る

神
事
芸
能
で
は
な
く
、
現
在
の
七
五

三
に
あ
た
る「
オ
ビ
ト
キ
祝
い
」を
行

う
家
に
呼
ば
れ
て
行
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
に
も
、
喜
寿
や
米
寿
な

ど
の
祝
い
の
際
な
ど
の「
ハ
レ
の
日
」

に
披
露
し
て
い
た
。

餅
つ
き
踊
り
は
、
実
際
に
餅
を
つ

き
な
が
ら
踊
る「
餅
つ
き
」と
、
餅
が

つ
き
あ
が
っ
た
後
の
空
の
臼
で
行
う

「
曲
つ
き
」が
あ
る
。

「
餅
つ
き
」の
演
目
は
、
ボ
ー
ウ
チ

歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
グ
ル
ー
プ
の
六

人
ボ
ー
ウ
チ
、
四
人
ボ
ー
ウ
チ（
写

真
１
）と
、
餅
こ
ろ
し
を
基
本
と
す

る
グ
ル
ー
プ
の
、
一
本
抜
き
、
七
五

三
、
早
づ
き
、
八
人
づ
き
の
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
ボ
ー
ウ
チ

歌
と
は
、
こ
の
地
域
の
主
要
な
農
産

物
で
あ
っ
た
大
麦
の
脱
穀
の
際
に
歌

う
作
業
歌
で
、
桶
川
市
で
は「
麦
ボ

ー
チ
唄
」と
し
て
市
指
定
の
無
形
民

俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
基
本
と
な
る

「
餅
こ
ろ
し
」は
、４
人
が
順
番
に「
ホ

イ
ト
、
ホ
イ
ト
」と
い
う
言
葉
で
リ

ズ
ム
を
取
り
、
時
計
回
り
に
移
動
し

て
テ
ン
ポ
を
上
げ
な
が
ら
餅
を
つ
く

演
目
で
あ
る
。

餅
つ
き
に
対
し
て「
曲
つ
き
」は
、

餅
を
つ
か
ず
に
空
の
臼
の
周
り
で
演

技
を
す
る
。
高
度
で
複
雑
な
動
き
を

す
る
た
め
、
こ
れ
に
は
餅
つ
き
の
も

の
と
比
べ
て
一
回
り
細
く
て
軽
い
杵

を
使
用
す
る（
写
真
２
）。演
目
に
は
、

獅
子
追
い
、
寝
ず
な
ど
が
あ
る
。
い

ず
れ
の
踊
り
も
、
４
人
か
ら
８
人
の

つ
き
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ぴ
っ
た
り

と
合
わ
な
け
れ
ば
踊
り
が
続
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
確
か
な
技
術

が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
本
物
の
芸
能

で
あ
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

「足踊り」とは、足に衣装をまとった演じ手が、仰向
けになって足を上方に高く上げ、人に見立てて演じる
民俗芸能である。かつて藤波地区でも、伝承者によっ
て演じられていた。
演じ手は、足首からつま先までを頭部、足首から上
を胴体に見立てて足に衣装を着付け、衣装の袖から伸
びた串を手で持ち、足や手を動かすことで、人形とし
ての動作を表現する（写真３）。上演の際は、２人の演じ
手がそれぞれの片足を用いて１人１役を担う。寝転がっ
た所に張られた幕から足だけ出して、はやし手の唄や
かね

鉦などに合わせてさまざまな所作を見せることで、観
客には人形劇のように映るのである（写真４）。

藤波の足踊りは、昭和３０年代に川越から伝わってき
たものとされ、餅つき踊りの付属芸能として昭和４０年
代まで上演されたが、現在では、演技の伝承者もごく
少数となっている。

藤
波
の
餅
つ
き
踊
り

〜
江
戸
時
代
か
ら
続
く
ハ
レ
の
芸
能
〜

写真４ 観客側から見る足踊り

あしおど

藤波の足踊り

写真３ 足踊りの舞台裏

写真１ 藤波の餅つき踊り（四人ボーウチ）

写真２ 曲つきの杵
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